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ウィリアム・テンプルのエッセイ てくる﹁不揃い﹂ ︑つまりいわゆる幾何学的ではない美が︑中国語の ったのかどうかを検証する︒　
第二章と第三章では︑とりわけテンプルに影響を与えたとみられ













































































































































いで、直線はほとんど見られない。Ton van Strien et al. 




























グなので襟合わせが左前になっている。 A. Montanus. 















































かと言うと派手すぎて長くは好まれず︑一六四〇年代からは一色染のみを日本に特別注文す ことになる︒絹綿と共に大量 東インド会社 船でアムステルダムに入ったヤポンセ・ロックはこれまでの小袖ではなく︑ でいう綿入れのドテラのような物であったが︑これらはオランダ貴族たちの憧れのファッションにも り︑そこでますます人気が沸騰した︒　
そして一六六〇︑ 一六七〇年代になると︑特にアムステルダムで

















れている。Collection National Portrait 

































以降において︑イギリスではシャラワジは庭園論争 みに使われていた︒しかしテンプルのエッセイにある表現や使い方を調べてみと︑彼の場合︑実はシャラワジは庭園 ついてで なく︑工芸品の不揃い美学を意味する言葉として使われ のである︒　
そしてテンプルの友人ホイヘンスは日本工芸品の愛好家であり︑
テンプルの用 たシャラワジも実は中国 工芸 なく︑日本の工芸品に係わりがあるのではない と考えてもおかしくな だろう︒　
そこで筆者はシャラワジという言葉は日本語の可能性が高い で
図 8 a　ネッチャーのヤポンセ・ロック
の肖像画（Attributed to one of his sons 
Théodore (1661–1732) or Constantin 
Netscher (1668–1723) ）。Collection 
























合わせ等に使われる言葉であり︑この例を見ると新年の寿ぎを表現している︒ただその洒落を楽しむためには︑目立たたず工夫された模様のデザインと色と 取り合わせも肝心で︑その工夫され 洒落をすこしずつ味 わせて発見させるには知識 教養 センス等 関わってくる︒これらがすぐれた着物の洒落味に相当するのであ ︒前述のように︑中国語ではないという言葉﹁シャラワジ﹂ 日本語
の﹁洒落味﹂であるとの可能性は十分考えられるであろう︒江戸時代の言葉は︑階級や年齢などの身分的な要因︑男女の違いによる要因︑さらには話す相手 場面 個別 が︑複雑に関連して成立していた
（
25）︒江戸期の日本語資料の中にはまだ見つかってはい
ないのだが テンプル本人も﹁シャラワジ﹂は自身の耳で聞いた言葉であると書いており︑ し﹂言葉は﹁書き 言葉より多いのが常であるから︑テンプル いた十七世紀終わり頃には︑この﹁洒落味﹂が江戸期に話し言葉として使われていた可能性も否定できない︒??????　
まずは﹁洒落﹂について検討してみよう︒江戸期にとても重要な































































































































































































情や︑階級のちがう人々と接することがなくても︑源氏物語を始めとする古文芸や古事︑連歌︑俳諧を味わうことができるようになったのであ ︒そしてその﹁味﹂は着物の模様の中にあるというわけである︒この文書からは芸術の広い社会性と歴史 動きとを読みとることができる︒つまり古来 物語や︑歌︑名所などは︑も も公卿や上流武家階級においてのみ持て囃
はや
されていたのだが︑戦国時






























































































れは彼が日本美術の通であり 専門家として く評価されて ることがオランダ以外の各国 文書から読み れるからである︒一例を挙げると︑ロ ドンの学問的雑誌 ホーヘンフックの日本観察 記事が載せられている︒もう一例をあげると フランス王・ルイ十四世の秘書ジュステル（
H
















































れら高級蒔絵簞笥や箱は珍品で高価ゆえ︑主に皇室・王族 手に渡った︒いうまでもなく当時も︑しばしば注文主側 時代 流行に合わせてさまざ な要求が出されたことだろう︒し しこの時代は︑これまでもてはやされた南ヨーロッパ︑ポルトガルの﹁南蛮﹂幾何学模様から︑北ヨーロッパの絵模様に変わる時期でもあった
（
59）︒
これら日本から輸入さ た︑いくつかの漆工芸品に 風景模様が描かれている︒伝統的な庭園風景の描か 模様の蒔絵箱 カロ一六三〇年代にオランダに持ち帰った
（
60）︒そのおよそ三十年後にホー
ヘンフックは日本に滞在した︒期間は一六五四年から一六六二年までであり︑その時期に京都の漆工芸商人 良い注文を受けるために毎年一回長崎に出向き︑直接︑ホーヘンフックらと商取引をした︒ピークは 六五八年と一六六五年の間と見られ︑その時期の東インド会社は ︑漆簞笥を何十竿と注文し︑ヨーロッパに持って帰ったのである︒その値段とデザインのやり取りにホ ヘンフック自身が参加したこと 商館日記から窺える︒簞笥だけでなく︑インドシャー・ジャハーンのために︑象に乗せ 屋根付き 蒔絵鞍などを京都の漆職人にオランダ側から注文したものもある
（
61）︒日本語のでき
るオランダ人はホーヘンフックしかいないのであり︑ 工芸家の﹁話し﹂言葉はこのような場に登場したと考えられる︒ホーヘンフックは注文主として︑東イン だけでは く︑自分個人の売り物になるように言葉たくみに要望したに違いな ︒ホーヘンフックが持ち帰った簞笥 はオランダ王室所蔵の二竿のセット（
図
13）︑


































（部分）。オランダ王室所蔵。Y. Trousselle. La voie du












いる︒その一六八五年九月の手紙は︑中国皇帝がメアリーに送ったものといわれ︑漆屛風の美学が細かく英語で説明してある︒メアリーが自分宮殿のインテリアに合わない屛風をノコギリで切らせ︑その破片を壁飾りとして使ったことを耳にした中国皇帝がメアリーの野蛮な行動にたいて怒りをもって手紙 書い ︑ということにな いる︒屛
風絵は細かい象徴的意味をもつ︑と皇帝は説く︒様々に略した絵やモチーフ 文学的もしくは判じ絵的な意味を持っているので︑それをバラバラにきざみ︑また勝手に張り合わせて壁飾りとして使うのであれば︑本来の芸術性が ったく失われてしまうと書いである︒この手紙文 ﹁シャラワジ﹂という言葉そのものは書かれていないのだが この屛風の洒落味の働きが明白に表されている︒この隠されて る芸術的な意味がメアリー 判断でバラバラにされたのは芸術性を壊すものであると中国皇帝は説明する︒もしも これから壁飾りの漆絵が必要であれば︑部屋や壁の寸法を教えて らえれば︑特別注文し 中国 作らせる が可能な で︑ノコギリで恣意的に切ることは絶対にやめてほしい︑ 皇帝は忠告するの ある︒???????????????　
実はこの手紙は中国皇帝からではなく︑メアリーが親しくしてい















代神話等を芸術のモチーフにする︒であるからホイヘンスにとって︑エムブレ と同様に洒落味の感覚を理解す のはきわめて容易であった︒そして彼のホッフワイク庭園そのものも︑一つの大きなエムブレマタ遊びの場として︑しかも洒落味にもとづいて出来上がった芸術作品として評価することがで るのである︒ホイヘンス 洒落味を正しく理解するのだが︑ れにたいし︑テンプルに 洒落味の意味がどれほど伝わった ろうか︒????????　
中国皇帝を装うホイヘンスの手紙は一六八五年に書かれた︒テン
































以上の考察から︑ ﹁じゃらく﹂ ︑ ﹁しゃらく﹂ ︑ ﹁しやら﹂ ︑ ﹁しゃ









歌・名所 多くは風景模様であるが︑京都の蒔絵職人は光悦などのアートプロデューサーのために新しい﹁洒落の味﹂を開発した︒オランダ商人側からはさらに新 ﹁洒落味﹂が要求され︑簞笥の模様も︑もはや古典文学などにちなむ はなく 実際にあった東海道の風景︑旅するオランダ人た 実写などが注文されるようになった︒蒔絵簞笥製作職人たちには今までに った新たな﹁洒落味﹂が依頼されたに違いない︒　
陶器や蒔絵簞笥︑屛風︑小袖などにも描かれたこれらの風景模様




water colour painting (1690s) attributed to Johannes Kip; 













adgi ” ( Japan Review
 27,  2014) ?????????
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みてきた︒本屋の当初は貸本屋で身を起こ た惣吉であり︑冬木家などに出入りしてそ 道具の売却取り次ぎ ない︑不昧に 入りしていた︒不昧から瑞鳳庵の庵号を与えられ︑名乗ってい ︒本屋の店舗が新右衛門町にあり︑また茶会 別荘 開催していることから︑瑞鳳庵の茶室もいずれかにあっ も と考 る︒了我の生年が判明したことで九十余歳という長命であったことがわかる︒　
本屋は江戸で御用金を幕府に上納しており︑道具商としてそれな
58
りに成功していた︒その一方で︑道具の売却により︑利益を得た本屋はその後土地の取得を目指した︒これらに加え金銭的にも大きな余裕が生まれたものと考えられ︑岡本家への借用も可能になり︑質商としても活動していたことを確認した︒このことは利益の運用という側面であると同時に︑質種 して茶 湯道具を扱った のと考えられ︑長期的な仕入れ もつながっ ものと想像される︒いわば本屋の基礎は了我︑了芸親子 よって固められた いってよい　
本屋の本拠地は新右衛門町であった︒近代において本屋は太田姓

























































二〇〇二年︑五八頁︒昭和二年五月二十九日の五友会参照︒﹁文化文政時代彼の麟鳳亀龍と云ふ四冊本名器録を著はした本屋了雲は︑道具の目利を以て当時盛名があつた で 或る大名の主侯が其鑑識を試さんと︑一日名物茶入を丸裸にして他の雑器中 転がし置き︑さり気なく了雲に見せたるに︑彼は座に著くや先づ暫らくとて漱ひ洗手をなしたる上︑一々鑑別して是れは名物何々で 伝来は云々︑箱書付は爾々と手に取る如く説明し︑二十二品中唯一品適中せぬばかりであつたので︑主侯も大 彼の鑑識力に駭服し と云ふ伝説がある︒ ﹂なお同書の解説（五九頁）で 本屋了芸による﹃麟鳳亀龍﹄について次の
ように述べられている︒﹁本屋了雲が︑草間直方の﹃茶器名物図彙﹄茶入の部を再編・追加して︑名物茶入二八五点を集成した書物 各茶入の図を載せて詳細な解説を加えたもので︑写本四冊が伝わる︒了雲（生没年不詳）は江戸時代後期の町人で︑了我の子︒名を藤吉といい︑日本橋で家業の道具商を営んだ︒また松平不昧とも茶 湯の交流があり︑不昧の茶会にもしばしば招かれている︒ ﹂
（
8）
松永安左衛門﹃桑楡録﹄ ﹃松永安左エ門著作集﹄第五巻︑ 五月書房︑ 一 九八三年︑















12）高橋龍雄﹁茶器の話﹂ ﹃日本趣味十種﹄文教書院︑一九二四年︑二二八︱二二九頁︒﹁東都茶器商の重鎮山澄力蔵氏の話に︑本屋がこの冬木道具を不昧公に売込んだ為に︑莫大の金をもうけ︑沢山の金銀を笊に入れて︑上から吊して地下の穴庫に蓄へ込んだといふ 今本屋了我のあとは 京橋区にあり︑東京市の一等公民の富豪であるということだ︒ ﹂
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で主に満鉄や興亜院を中心として︑その報告書か 調査の実態を堀起こす﹁ボーリング﹂作業 積極的に進められ︑従来な なか手が付けられずに論及されていなかった︑もしくは論及できなかった負



























































































































































































































会長 委員 臨時委員 幹事 書記 計
農水省 1 4 1 2 5 13
陸軍省 × 3 1 1 × 5
大蔵省 × 1 × × × 1
拓務省 × 1 × × × 1
議員 × 6 × × × 6
有識者 × 10 2 × × 12






回総会が開かれる前に行われた国内種馬牧場・種 育成所および種馬所の場所長が集ま ︑いわゆる馬産現場のトップ会談であろう︒本会議は一九三一年七月二～四日 三日間 わたり東京・中央会議所で開かれ︑まず農林大臣と畜産局長および馬産課長からそれぞれ訓示と指示および注意が伝えら た後 ︑場所長たちが﹁馬政第二次計画樹立に関する 見如何﹂について審議 いる
（
25）︒これに対す






















































省の政策議論に対しても少 からず影響を与えていたのではなかろうか︒たしかに︑拓務省から委員選出を予定している時点で︑外地も範疇に含めた政策立案を予定していたことは確実であろう︒実際に︑後述する一九三二年十二月に開か る馬政調査会第一回総会でも︑農林陸軍両省計三名の幹事委員が作成した計画準備要項が議論されることになるが︑そこには明確 計画策定を見据えた外地 条項が挙げられていた︒つまり︑ をリードする農林省 しても︑具体的な政策方針を模索する段階で現場サイド の意見が欲しく︑まず信頼を置く馬産現場のトップ ちから出された提案は︑外地に関心が向き始めていた立案企画側の構想をより一層固めさせ︑計画樹立の準備を進めるための根拠にもなった であろう︒　
こうして︑内地では馬産施設のトップや各団体から続々と﹁外












































うに言及されたのだろうか︒横屋は 要項 説明する際 各項目中の﹁第十一ハ内地馬産ト植民地及満蒙馬産トノ関係 私ガ申ス迄モナク朝鮮ニ於テ 五万五千頭最近ニ於テハ五万二千頭ト聴キ及ンデ居リマス︑樺太ニ於キマシテハ一万二千頭︑台湾ニ於キマシテハ











































自前の統計に表れる各地の馬数のみを読み上げたが︑台湾については三二五頭と驚くべき少なさであった︒上述したように 参席した各委員からはやはり何も異議が出されることなく決議に至ったわけであるが︑明 かに疑問を抱かせるような 字だけあって︑どのように台湾を調査したのか 興味深い課題である︒　
では︑これまで直視されてこなかった外地の調査がどのように行
われていたかと言うと 表４ とお 第一回総会が終わ 後から立て続けに農林省の担当者が現地視察に派遣さ ている︒まずは︑同省畜産局馬産課技師の佐々田伴久が技手の緒方繁 帯同して一九三三年三月から約四个月にわたって満洲国 関東州︑朝鮮を実地視察し︑台湾につい も次年に同じく佐々田が石田左門技手と共に調査に出向いた︒樺太のみ立案企画者でもある馬産課長兼技師の横屋潤が山本茂次郎技手を引き連れ︑自ら足 運んで現地視察している︒　
ここでは︑外地担当官庁の拓務省ではなく︑馬政調査会の主務官





















































































































































ビュー記事を掲載し︑こ 採訪 対して︑佐々田は以下のように答えている︒中央の担当各省では目下第二次の馬政﹁計画案を樹てる準備中なので︑此の際外地に於 馬政をも考慮 中に加ふる必要は
74










であった︒おそらく︑現地 聞記者 取材 対し 何気なく語った一言 と想定されるが︑この﹁台湾の馬政をも包括さるるものとして総督府の御意見をお伺ひ たい﹂とは︑ある意味今回の調査の主目的を思わず吐露してしまった決定的なも ではなかろうか︒つまり︑東京では台湾も加えた外地の馬政計画を立案 る方向で話が進んでおり︑今回 もちろん台湾の様子も視察するが︑それに合わせて総督府側 政策協力に関する見解こそが最も知りたく 計画策定を前提とした先方との意見交換の めに遠路出張して来 とう内情を洩らして った も看取 きる︒　
そして︑到着してから挨拶のために総督府に立ち寄り︑そこでは






























































6/21 ～ 6/27   岩手・青森の産馬状況調査
7/29 ～ 8/6 　北海道東北六県産馬大会
7/16 ～ 7/20   道府県畜産主務課長同主任官及種畜場長会議
8/18 ～ 8/22   九州連合畜産共進会協議会
9/13 ～ 9/18   宮城・岩手・青森の産馬状況調査
9/30 ～           栃木県種畜場内役馬利用有畜農業練習所開所式出席、第27回栃木県種馬共進会
11/27 ～ 28     帝国競馬協会第7回参事会出席
1935年
1/14 ～ 1/22    熊本・鹿児島の災害救済打合せ
1/24                 帝国競馬協会第1回参事会出席















1. 馬政 1. 馬政
2. 馬産 2. 馬産
3. 馬ノ利用 3. 馬ノ利用
4. 馬ノ取引 4. 馬ノ取引
5. 飼料ノ資源 5. 馬ノ保健衛生
6. 馬ノ保健衛生 6. 競馬
7. 競馬 7. 関東州馬産ノ現在及将来ニ対スル意見






1. 馬政 1. 領台前ノ馬産
2. 馬産 2. 領台後ノ馬産
3. 馬ノ利用 3. 馬ノ利用
4. 馬ノ保健衛生 4. 飼料ノ資源
5. 競馬 5. 馬ノ保健衛生




























と共に各委員の手許に回っ いる︒佐々田が台湾の実態をどのように伝え︑将来の見通しをいかに展望し いたか︑これ 探る上でずは調査報告の﹁目次﹂を見ればその外観が浮かび上がってく ︒表７のとおり︑各地の調査報告書で佐々田が踏査し 満洲国と関東州︑朝鮮および台湾は全体 構成が極めて類似してい が 横屋が視察した樺太 み目次の内容が若干異なっていた︒ここでの佐々田の書き方については︑これまで 馬産に関する歴史と政策に触れ
後に︑現在の馬の利用状況や飼料の確保方法︑疫病予防の対策を述べ︑馬事振興と関わりが強い現地の競馬の実態を取り挙げている︒そして最 はこれまで 欧州視察で作成した報告書と同じく︑将来に対する所見と各地の馬政計画を実行する際に注意すべき点を挙げてまとめていた︒樺太に関してはその目次が佐々田 ものと若干異なることから︑農林省 してはあらかじめ表題 目次構成を特別に指定・統一していたということはなく︑各自 書き方に任せていたようである︒台湾馬事調査書は︑佐々田にとって最初に調査を行っ 満洲国からはじ り︑関東州と朝鮮 続い 四本目となる最後の報告書ということで︑すでに目次と内容構成がパターン化されていた中︑政策施行を強く意識 た前提で見た現地の実態がどのように記されていたのだろ ︒　﹃
秘・台湾馬事調査書﹄では︑その緒言で﹁今回ノ馬産調査主要






































港庁の移民が集う吉野村と︑台湾総督府中央研究所恒春種畜支所の産馬状況については︑今後の台湾での馬匹生産力を測る上で極めて重要な指標となる基礎資料であった︒また 先述の通り南方での馬産が果たして可能か否かとい 周囲 雑音を 蹴する意味でも︑その説得力が問われる重要なトピック そ なかでも︑馬政計画 履行を支えるであろう吉野村での民間馬産の 態は佐々田もかなり重視しており︑非常に細 く視察しているが︑その結果は調査書の第二章﹁領台後ノ馬 ﹂中で︑以下のとおり報告されている︒
繁殖用牝馬数
1年⽬ 50 生産馬数
2年⽬ 100 25（50×0.5） 125
3年⽬ 150 50 25 225
4年⽬ 200 75 50 25 350
5年⽬ 262（250+12） 100 75 50
13
（12） 500
6年⽬ 337（300+37） 131 100 75
25
（25） 13 681
7年⽬ 424（350+74） 168 131 100
38
（37） 25 13 899
8年⽬ 524（400+124） 212 168 131
50
（50） 38 25 13 1161
9年⽬ 639（450+189） 262 212 168
66
（65） 50 38 25 13 1473
10年⽬ 773（500+273） 319 262 212
84
（84） 66 50 38 25 13 1842
11年⽬ 929（550+379） 386 319 262
106

























ない一面もあったことを紹介しつつ︑将来は仮に産駒の育成や指導が適切であれば今後の主要民間馬産地に発展するであろうと︑大胆な断言は避けて仮定条件付きで可能性があると記 ︒ただ少し気になるのは︑一九三〇年の生産頭数が受胎頭数を上回っており︑若干疑問を抱かせる数値となっている点であるが︑いずれにせよこの報告書は調査からすでに約十个月経過して脱稿しているため ひとまず佐々田の真意を探るために調査当時の見解に遡っ この解説を再整理してみたい︒
　
吉野村を視察した際︑佐々田の動向に注目していた台湾日日新報













の間の同村における生産率は百分率に置き換え と六十四％となり︑同時期の内地の民間馬産のそれが六十一％であっ こ 比較すれば悪くない数値である
（
64）︒ベテランの馬産技師で非常に目が肥えてい
る佐々田には︑吉野村 産馬状況は規模こそ小さいもの 生産された馬の質が高 ︑予想を覆すよ な立派な結果に映っていたようで︑
種付頭数 受胎頭数 生産頭数
1929年 10 8 ―
1930年 9 5 7
1931年 6 4 3
1932年 5 4 2
1933年 5 4 4


















査書中の論拠であるデータは自身が現地で視察して得たもので︑その記録に基づいて政策に関する各項目の評価を下していた︒これまでの欧州視察でも自身 収集した統計 多用す 傾向があっ が︑今回の台湾報告 やはり多くの統計表が掲載されており非常に興味深い︒そこで︑ここでは政策立案 あたって最重要参考資料になる調査報告書が︑いか 多くの統計を引用して巧みな文章で解説され︑内地の委員に現地の実態が周知されたのか︑その作成過程を探るべく より細かく参考資料の引用関係を掘り下げてみ い︒　
表
10のとおり︑本報告書では計二十一箇所もの統計数値が掲載さ































































































































﹃馬政統計﹄等に掲載される関連の統計等を引用してまとめていたと思われる︒より注目すべきは︑現状把握において最重要視していた第二章の﹁領台後ノ馬産﹂と続く第三章﹁馬ノ利用﹂であろう︒この表で見ると︑ここでも引用された数値は佐々田が調査した後に発刊され ﹃台湾之畜産﹄内の記事に使われているものを多 ていたことが分かるが︑こ だけを見て安直に第一章のようにすべて他人の記事を引用・転載したと断定するのは尚早で なかろ か︒なぜならば︑ れら参考資料をよく見ると︑佐々田が調査した際の現地測定ある は実地調査の結果と思われ も も散見され︑それが初出として雑誌上に掲載 ていた も考えられ からである︒特に第三章は︑南部の台南州に出向いた際に現地馬匹飼養者に対して行った飼養収支の経費調査と︑東部 花蓮港庁で計測した農場での牛馬の畜力比較等であり︑何より過去台湾で馬に関する実用的な資料が乏しく︑佐々田が調査の際に得 数値・情報を 総督府も宣伝 とし 重宝した上で大衆向け 公表したと 見方も可能であろう︒　
これらを要するに︑佐々田は煩雑な省務に追われる多忙な中で︑






































方も作成途中で︑決して夢のような計画 はな ことを補足している︒ただ単に無批判的に他の資料を転載して 内容が薄い報告書を作成していたわけでなく 保身も知る書き方であった︒　
これら調査の実態と報告書の内容を見ても︑それは構想中の政策



























































































































































































































































































































































































































































































































































































度を視野に入れながら 日本文化の伝統 重視し いく︒亀井勝一
昭和一〇年代の国民文学論――文学場のインターフェイス
95




















































































































朴な 論をし ︑その峠を越させない為めには︑そ ヒユーマニスチツクな面を当然在りうる大
マ
さにまで生長させ︑そこに含ま































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で︑ ﹁我我独特の忠君愛国の真情﹂ ︑ ﹁我々独特の親
























































国民国家 おける国民形成史として︑しかもそれが高い 性を備えていること よって︑ ﹃夜明け前﹄は岩上にとって理想の国民文学となっているのだ︒さらに岩上は︑アジア・太平洋戦争自体は肯定しながらも︑そ に国民・生活・文学の﹁再編成﹂とい たマルクス主義的な問題意識をもぐりこませ は︑次 ように国民文学論を展開していく︒
満洲事変につづく日支事変︑大東亜戦争︑ヨーロッパに於ける戦争等々の勃発による第二
ママ世界大戦が︑否応なしに国民全体を











































































言表していた︒あるいは︑平田次三郎 ﹁国民文学の趨勢﹂において︑ ﹁国民の倫理的地盤が在来のヨーロッパ諸 家の基礎に連
がママ
る

















一〇年代 展開された が不毛だったとは決していえないことは︑すで 論じてき とおりである︒?（
1）


























































といふか︑余り偏つた考へ方のやうに思ふのですが︙︙︒ ﹂と発言していた︒これを受けて田中は﹁文章を書かれる時は半島 人︑台湾の人といふやうなことを意識し 書いてゐないからですよ︒ ﹂ （五二頁）と応じて る︒なお︑ 牧洋は﹁国民文学の諸問題﹂ （ ﹃緑旗﹄ 九四二・四／引用は﹃緑旗（復刻版） ﹄オークラ情報サービス︑二〇〇九）においても︑ ﹁国民文学の問題に対する朝鮮文壇の態度は︑未だに多く懐疑的であるやうだが︑この現象は朝鮮の作家達の不誠実さに全部の責任がある 云ふよりも︑その幾分責任 ︑ 内地文壇における国民文学論にもある 指摘し︑ その理由を﹁それらの殆んど全部と言つていい位に︑
﹁民族﹂と云ふことを建前として居り︑










一九四〇・三） で朝鮮民族という要素が注目された金史良 ﹁光の中 ﹂ （ ﹃文芸首都﹄一九三 ・
一〇）などを皮切りに︑単行本では島木健作﹃満洲紀

































































































太い柱を見出そうとし ︒その太い柱に井上ひさしの文学における﹁国家観﹂を見出 た著者は 日本人が戦争をどう捉えるべきか︑敗戦をどう受け止めるべきか︑日本と う国家に 向かう と う問題について︑井上ひさしが生涯取り組んだ文学のテーマだったこと 改めて認識 つまり 井上ひさしは﹁この国の たち﹂ つね 文学を通して問い続けてきたのである︒　
著
者は﹁国家観﹂という概念について︑つぎのように定義して

















































堂物語﹄を論じた本書の第五章では︑ の宇宙観に焦点を当てたところが面白かった︒ ﹁私小説﹂に因んだ﹁私戯曲﹂という作品は︑太平洋戦争前夜の軍国主義一色 時代 巻き込まれながらも﹁きらめく星座﹂のような昭和オデオン堂一家の物語を井上ひさしの家に基づいて描いたのである︒宇宙の広大さを思えば戦争を起こす人類が愚かなものだと表現した井上ひさしの反戦想に注目する著者は︑宇宙 地球︑人間という三位一体 宇宙観を戦争時代の﹁大日本帝国﹂観を超えるも して︑ ﹁天人合一﹂にまで昇華させた︒　﹁
国民﹂と﹁非国民﹂という概念によって︑昭和戦前︑戦中の歴






医療保障﹂ ︑ ﹁ ︿理想国家﹀における農業モデル﹂という見出

















































































































































































































































































































































































































































ハルトゥーニアンは︑ ﹁マルクスがヘーゲルの普遍的な歴史に変わって︑正真正銘の世界史の展望を提示した時︑ ﹁特定の場所 根ざした存在（



























































住民︑移民︑奴隷 障害者または難民がどのように包摂・排除されてきたのか︑彼ら・彼女らの収奪が資本主義社会 創出と再生産とどのような構造的つなが を持ってきたのかという問いは︑マルクス主義歴史学のなかでも正面から取り上げられることはなかった︒ ﹁国民国家史﹂の枠から排除されてきたこれらの人々を資本主義形成とその持続の可能性 条件として捉え直すことは︑近代社会の重層性を明らかにするば りでなく その暴力 多面性︑多重性を理解するこ につながるし 資本主義制度そのものの理解を深めることにな だろう︒たとえば 人種 に起因する虐殺︑ヘイトクライム︑襲撃︑収奪︑搾取を︑資本が非資本主義的世界と遭遇するときに生み出す構造的な問題と て捉え直したときに︑原始的蓄積論や形式的包摂論はどのように見直されるべきだろうか︒　
い
ずれにしろ︑ ﹃マルクス・アフター・マルクス﹄は︑多くの刺











































義の展開と同一視されるものでは かった︒資本主義 グローバル化が進捗するなか︑西欧諸国は世界中の様々な国々との通商関係を求めていたのである︒そ にあわせて国際法の適用範囲も拡大するという柔軟な姿勢を見せていた︒当時のイギリスの 際法の権威ジョン・ウェストレイクは 文明国基準を堅持しつつも︑その文明とは︑相手国と 外交や通商関係において信義誠実を旨とし︑他国民の生命や財産を保障 姿勢と体制と観念し いた︒国際法は 決してヨーロッパ世界 自己完結的なものではなく︑他の文明圏にも開かれたものだったのである︒　
ウ
ィスコンシン大学教授として東アジア近代史を専門とする著








者によれば︑英国学派は国際システムと国際社会を区別し︑十九世紀の日 は西洋主導の国際システムに組み込まれたが︑西洋諸国によって構成される国際社会からは排除されていた︒国際社会のメンバーとなるに ︑文明 基準をクリアーしなければならなかったからである︒だが︑これに対して著者 ︑実際の国際法の実務の上で︑日本はそ 国家主権を尊重されており 国 社会のメンバーとしても認知され いたと指摘し︑その論証が以下で詳論される︒　
ま
ず第二章では︑一八七一年に勃発した普仏戦争の際の中立宣








ssociation for the R
eform
 and C















西洋列強と締結した条約は︑治外法権と協定税率を定めたものとして国家間の不均衡な関係を背景にしたものと一般に見なされている︒しかし著者によれば︑ の土台にあったのは主権国家の対等性の観念であり︑条約で定められた不平等な措置は︑その例外として日本が相手国に認めた特権であっ とされる︒換言すれば︑条約という明示の合意 よらなければ︑主権国家間の平等な関係から れた特例を定めることはできなかったのである︑日本と西洋諸国との間には同じ主権 しての対等性が前提されていた いうことになろう︒　
第四章は︑この時代に成立した電信︑郵便︑鉄道︑衛生といっ





















国際法の発展に果たした意義がまとめられる︒非西洋圏の国でありながらいちはやく主権国家の装 をまとった日本は︑国際法の適用から除外され なく︑むしろ国際法の妥当する国際社会の一員であることを望まれ︑日本もそ 役割 積極的に担ったの
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avier, ca. 1506–1552 ）
や︑ルイス・フロイス（





















種観の変遷を調査することにより︑日本を含む東アジア人全般へ向けられた黄色人種への西洋側の視点を提示する︒と同時に︑本書では一般的な人種観に対しても光が当てられており︑それゆえ人種観を包括し︑ おかつ形成を導く人的外観や風習についての個別的言及が数多く列挙されている︒これら豊富な情報量研究の中で︑ややないものねだりの読了後の感を記すならば︑ ﹁表象﹂としての個別的言及か 共通部分 抜き出して得た黄色人種の﹁概念﹂に対する著者の語りにさらに深く傾聴 たい いう思いを禁じえなかった︒しかしながら︑これ 関しては︑著者が今後刊行される第二巻の研究成果を併せた議論で言及 くださることをお願いしたく思う︒　
以
上︑これまで紹介してきたように︑本書は文献学的観点から




















































誤解や期待はずれを重ねて戦後の日米が関係を築いてき ︒第三章は︑一九五〇年代アメリカに流行っていた生け花や盆栽の歴史を説く︒占領軍の一員とし 日本へ派遣されたアメリカの将校たちと一緒に来日した奥さんたちは言葉︑文化など一切わかってない外国に住むようになったが︑言葉がわからなく も楽しめるお花︑植木鉢で培う植物などに興味をもつよう なった︒その結果︑多くの米軍将校の奥さんが生け花や盆栽 習い始めた︒　
日
本では生け花と盆栽は︑特に﹁女性﹂の芸ではない一方で︑






























アメリカ キリスト教︑ユダヤ教の信仰を失い︑異なる信仰を探す人が多くなった︒釈宗演 鈴木大拙 どの学者や臨済宗の先生が戦後アメリカで禅を宣教し︑その教えがインテリやカトリック神父などの中で人気を集めた︒有名なアメリカ人修道士トマス・マートン 禅学にはまってカト ック信者に座禅を勧め︑アメリカ詩人ゲリー・スナイダーが禅の詩を英訳し禅 美学 広告し︑そして大金持ちのナンシー・ウィルソン・ロスが 坊主になってアメリカ人を日本へ招き 研究を広めた︒彼らは 詐欺師ではなく︑アメリ 版オリエ タリストだった︒本気に東洋のことについて勉強がしたかった︒　
こ
れらの人々の活動などを受けてアメリカ社会全体が禅に興味
を持つように った︒障子︑火鉢︑映画 と同じく︑本物の禅がアメリカ化する流れで変形 ﹁ゼン﹂ ︑つまりアメリカ版禅︑に切り替えられた︒禅という宗教︑伝統などがその個性を失 て︑



























ルナルト・ブレヒト︑ベンジャミン・ブリテン︑サミュエル・ベケット︑伊藤道郎︑横道萬里雄︑小津安二郎ら二十世紀の芸術家たちの作品や活動︑思想との関係について︑ジェンダー︑セクシュアリティ︑ポス コロニアル理論を用いて︑テクスト分析とパフォーマンス・スタディーズの両面からのアプローチによって論じている︒西洋及び日本の近現代文学・文化への能の影響 関して︑個々の事例に関する作品間︑作家間の影響関係 指摘については︑これまでに多くの研究の蓄積があるが︑本書の方法の特徴は︑能をめぐる異文化間交流や摩擦を︑教育学 視点を導入することによって 教育あるいは訓練という形態をと 関係 背後にあ 伝統と攪乱︑服従と転覆の緊張 係として捉え直している
点である︒　
著者は︑現在アメリカのボストン大学の准教授で︑モダニズム︑
トランスナショナル・パフォーマンス︑そしてジェンダー・セクシュアリティ研究を専門としている︒プレストンは︑訓練︑教育︑翻訳︑アダプ ーション︑上演という能の国際的な移動／影響関係の問題に︑異文化間の美学的あるいは政治的な教育という視点を導入することによって︑西洋と東洋︑受容の成功と失敗︑従属と攪乱︑文化の盗用と多 主義という二項対立的な関係によって把握する批評を克服しようとしている 言え ︒　
プレストンは︑能の教義を学び︑鼓や謡︑舞を実際に稽古した








, and Journeys in Teaching  
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lassical Stage of Japan ） ﹄ （
一九六九
）においてパウンドが展開し
た﹁イメージ 結合﹂という能へ 理解が︑いか 彼の﹁創造的翻訳﹂に反映されているかを﹃羽衣﹄ ﹃錦木﹄の翻訳によって明らかにし︑能の翻訳がイマジスト しての詩法の展開 つながっている点を指摘している箇所に本書の成果があると考えられる︒さ
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のようにイェイツがアイルランド演劇 望んだ理念やアンビヴァレントなナショナリズムが反映してい のかという点を示している︒著者は︑イェ ツが﹃日本の高貴なる劇数篇﹄の序文において︑伊藤道郎 舞を﹁心の奥底の世界に移り住んだ﹂
（
inhabit at it 
w
ere the deep of the m
ind ）という言葉で表現したことに着目し︑野口








能の関係を論じる際の方法は︑ 中心の演劇研究を見直し︑上演にいたるまでの教授法︑舞台空間︑演出︑装置︑身体表現をも考慮に入れる本書の戦略が有効に働いている︒ ﹃あしお ﹄上演には︑ベケットによって定められた舞台演出と舞台美術を遵守し︑上演ノートや記録類と同時に︑戯曲に付されて る詳細なト書きによって彼の振り付けをも再構築す ことが求められている︒著者は︑初演時にメイを じたホワイトロウによるベケットのに関する記録のなか ︑
ベケットが歩き方︑姿勢︑スピード︑歩


























































十九世紀末に西洋自伝の影響を受けて成立した文学ジャンルや用語として認識されがちである︒ヨーロッパでは特にルソーの﹃告白﹄ ︑日本では福沢諭吉の﹃福翁自伝﹄が典型的な自伝として評価され︑自伝の原型として模倣されてきた︒この見方 啓蒙期以前のヨーロッパ 自伝も︑ヨーロッパ以外の文化圏の自伝も軽視される傾向が強く︑研究対象に るのはまれである︒たとえ﹁自伝的作品﹂として認められていても︑平安時代の日記や随筆︑中世の紀行文︑近世の（
実録的な
）家伝などが︑自伝の視点から









） ︑ ﹃夢酔独言﹄ （
勝小吉
）などは︑執筆の動機︑ジャンル︑形の






oni, Erinnerung und Selbstdarstellung. A
utobiographisches 
Schreiben im







属するテクストが色々な共通点を見せ じめ ︒著者の選んだ三十一のテクスト すべて十七世紀に書 れたもので︑なかには女性によるテクスト三つ ある︒なぜ十七世紀を選んだのか︑複数の理由があ ︒一六〇〇年から一七〇〇年までというのは 日本の歴史上あまり意味をなさない区分であるが︑内乱の時代が終わって︑江戸時代 始まる区切りでもあるし︑新しい時代 政治的︑社会的 文化的特徴が次第に形をとる期間 もある︒自伝歴史で言うと︑中世に主に僧によって書かれた自伝が っと広い範囲で書かれるようになって︑家族や寺院の中で保存され次々の世代に伝授され いく︒　
著
者が訴求対象として考えているのは︑海外の日本学者と共に
自伝研究に取り組んでいる歴史学者︑文化比較研究者である︒そのために歴史的背景を割合詳しく描いて 脚注で細かく様々な条件を説明している︒補論として加えている﹁近世の人名に関する規定﹂は日本の苗字と名前を明確に紹介 ︑特に海外の読者にとってわかりにくいところである日本の人名を説明している︒これは日本史︑文化史に関わっている者にとってもとても便利な手がかりになる︒そしてテクスト理解の 提条件としてもう一つの重要な点があげられる︒すなわち︑ドイツ語訳 つい のコメント︑ ﹁翻訳して失われ もの﹂に関する指摘である︒ドイツ語訳では︑原文は漢文であったのか 和文であったのか区別できなくなるから 自己表現の言語 よ 差異が失われる︒それよりも翻訳者にとって一番微妙なところ 人称代名詞である︒複数の一人称（そして︑人称ゼロ
）
が使われる日本語と唯一の一人称代名詞しか
用いないドイツ語の間には︑翻訳 どうしても消えるニュアンスがある︒日本語の待遇表現と自己名称と 使 三人称や号の翻訳は細かいところではあるが ここではと もよく考察されて相当するドイツ語に訳されてい ︒　
本
書の構造は三つの部分からなる︒問題意識を明確に展開する













































えを二千六百字程度のテクストで説 たうえで︑自分の生涯について六百字あまりの自伝を加えている︒この芸談というジャンルに添えた序は︑加賀掾 個人的な養成 自分が歩んできた芸能道を範例として紹介し いる︒　
十七世紀自伝の具体例の解説が終わると総括として集めた資料
の共通点や特徴が解釈されている︒ ﹁自伝の諸ジャンル﹂というのは︑著者の主な関心であるが︑そこで自伝の﹁器﹂になる様々なジャンル 特徴と機能を説 いる︒十七世紀を一つ 同時的な
156
断面にして︑私的と公的な機能を指針に︑書き上げ︑奉公書︑訴状︑家伝︑書︑随筆︑年譜︑序︑伝︑行状などの特色を 本文で挙げられた具体例を引きながら説明している︒ ﹁文体の諸特色﹂の部分は漢文 文語文︑候文︑擬古文の言葉遣いと文体的なニュアンスを紹介し︑そして最後に作者の社会 環境と近世日本の自伝の機能とその社会の中の役割を緊密に観察して︑十七世紀自伝内容 主な傾向を概括する︒　
本
書を読んで︑日本に自伝の伝統がない︑あるいは自伝は存在













































































































の刊行などを試みたこともあり︑ ﹁ ﹂という枠組みをとおして従来の一国文学史を乗り越える︑あるい それを
160










市民社会の形成を通した平和なる東アジア共同体を築くべきだという指摘は何よりも共感する ころでも 旅程 出掛けるためには著者が指摘しているように 東アジア人たちの分断された過去の記憶から共通の記憶 場を求めていく作業も非常 必要かもしれない︒しかし︑日韓関係に限って言えば 両国は二〇一八年度に相互の国に訪問した数は合わせて一千万人を超えており︑日流・韓流現象で代弁されるよう 相手の国の文化に対する直接的な経験や人的交流も数限りなく蓄積されている︒それにもかかわらず 二〇一〇年代以後この著書が取り上げ ような共同体は市民レベルで 政治レベルでもうま 作動せずにますます悪化一路をたどっている︒　
こ
の著作は﹁東アジア史に行く道﹂というタイトルを付けてお
り︑また﹁東アジア共同体﹂あるいは﹁東アジア 新 い地域統合﹂を切望する志向から見ても︑中国と台湾︑あるいは北朝鮮のことについて︑またその全体の関係について 詳しい言及がないのは惜しまれる︒勿論︑こ 著作が本格的に東アジア史を記述す
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るものというより︑その理論的根拠を確認しまたその方法論を提示す であるので 構成については納得ができなくもない︒しかし︑民族史や一国史を乗り越えて到達すべき地点が ぜ東アジアなのか 東アジアに近代以来今日までその全体を包括すべき共通の基盤や価値観が準備されているかは疑問である︒その上で思うのは︑ ﹁東アジア共同体﹂ある は﹁東アジア 新しい域統合﹂が︑この地域のトランスナショナル・ヒストリーを論証し︑それぞれ様々な足場を踏んでいる国々におけ 市民たちがコミュニケーションし交流し合うことによって︑果たし 成し遂げられるのであろうかとい とである︒　
実
際︑日本・中国・台湾・韓国を包括する日本文学研究者たち







The National Literature (Kokumin Bungaku) Discourse of the 1935–
1944 Period: The Field of Literature as Interface
MATSUMOTO Katsuya
This study revisits the discourse on kokumin bungaku (national literature or the “literature of the 
people”) that unfolded in the 1935 to 1944 period (the second decade of the Shōwa era). Previous 
research on this phase of the discourse on kokumin bungaku has tended to dismiss it as having been 
barren. Studies thus far seem to have concluded that no clear definition emerged as to what was 
meant by kokumin bungaku and that the genre is not represented by any outstanding works. My 
research set out to reevaluate the discourse from the perspective of its own time and examine its 
historical significance through a broad-ranging survey and analysis of the media of the time 
(mainly newspaper and periodical articles).
 Continuing from the first part, which describes the focus of my research, the second part 
examines the kokumin bungaku discourse in 1937 (its first peak in the period under study). Here I 
organize the interplay of the debate, using arguments presented from various standpoints regarding 
the concept of kokumin (people, nation), and analyze the discourse on kokumin bungaku.
 In the third part, I examine the resurgence of the kokumin bungaku discourse that took 
place after a blank of several years, in 1940–1941. I emphasize the major role of political influence 
in the discourse during this period. I then go on to organize and analyze the diverse arguments put 
forth by participants in the discourse with attention to the relationship between politics and 
literature. 
 Through this process I identify six points in the kokumin bungaku debate on which no 
particular conclusion was ever reached. My discussion goes on to demonstrate how the diverse 
arguments and positions on the “nation’s literature” presented arguments about the issues of 
literature that represent a significant discourse.
 The fourth part of the study analyzes the changes in the kokumin bungaku discourse in the 
latter half of the second decade of Shōwa, ascertaining that it began to overlap with kokusaku 
bungaku (national policy literature). In the summary of my analysis, I argue that the kokumin 
bungaku discourse served as an interface through which all manner of issues of literature came to 
the surface in the 1935–1944 period, giving it considerable historical significance.
Keywords :  Shōwa second decade, kokumin bungakuron (national literature discourse), kokumin (nation), 
bungakuba (field of literature), nationalism, proletarian literature, new order, war literature, 
history of Japanese literature
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General of Taiwan to cooperate with the Japanese government’s policy under the pretext of a 
resource survey based on the predetermined policy line. This survey is a typical example of the 
business activities of government officials at that time.
Keywords :  resource survey, livestock industry, Ministry of Agriculture and Forestry, Government General 
of Taiwan, veterinary engineer, horse resources, national policy cooperation, policy research 






























A Resource Survey of Japan in Asia before World War II from the 
Perspective of the Livestock Industry: Focusing on the Survey of 
Equine Affairs in Taiwan Conducted by the Ministry of Agriculture 
and Forestry in May 1934
OKAZAKI Shigeki 
This study investigates the actual state of resource surveys conducted by the Ministry of Agriculture 
and Forestry before World War II from the perspective of the livestock industry and Taiwan. The 
aim of the study is to clarify how the nature of surveys changed through their involvement with 
government policies. Previous studies on resource surveys conducted mainly by the South 
Manchuria Railway Co., Ltd. and the East Asia Development Board discussed the details of the 
survey methods themselves. However, there is still room to consider how these resource surveys 
were involved with government policies. So, This study focuses on the political aspects of the 
surveys, accordingly, it discusses how government policies were formulated before the resource 
surveys, how policy affected the resource surveys, and how the survey reports were influenced by 
policy.
 The Ministry of Agriculture and Forestry conducted a survey on equine affairs in Taiwan in 
May 1934, aiming to implement the Taiwan Horse Administration Program. The main purpose of 
the survey was to ask the Government General of Taiwan to cooperate with the government’s 
program. A secondary purpose was to observe the state of equine affairs in Taiwan in order to 
formulate a policy. The most important thing in the survey was to confirm how the Government 
General of Taiwan intended to participate in the Horse Administration Program conducted by the 
Japanese Empire. Mr. Sasada, an veterinary engineer of the Ministry of Agriculture and Forestry, 
who was in charge of the survey, submitted a report on the state of equine affairs in Taiwan so that 
it would be consistent with the predetermined policy line. His report was cleverly designed in such 
a way as to show expectations for future prospects of horse administration in Taiwan.
 This report was distributed as reference material at a policy research committee meeting to 
resolve policy matters related to horse administration. However, bureaucrats from the Ministry of 
Agriculture and Forestry and other committee members from the government showed no interest 
in the report at all. Although Sasada’s report presented written grounds for policymaking, it did 
not serve as reference material for the actual formulation of policy.
 This action of the government reveals part of the policymaking process in Japan before 
World War II, in which the code of conduct and traditional working practices of government 
officials had a significant impact on policymaking and survey activities. When considering resource 
surveys of Japan before World War II, we need to pay special attention to their political aspects to 
distinguish whether these surveys were conducted purely to acquire necessary resources abroad or 
were simply pretexts for government officials to make foreign business trips ostensibly to ask 
foreign governments to cooperate with Japanese policy. In case of the survey on equine affairs in 
Taiwan, government officials were ordered to have business trips to Taiwan to ask the Government 
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the movement of money, I focus on the financial activities of the Honsō shop during the times of 
Ryōga and Ryōgei. In modern times, Honsō is active both as a pawnbroker as well as a landlord, 
and it reveals insights into the early management of Honsō from the perspective of finances and 
land ownership. Focusing on the above two points, I aim to clarify the relationship between Fumai 
and the establishment of Honsō, which has remained unclear thus far.
Keywords :  Landlord, Pawnshop, Honsō, Ueda family, Hon’ya Sōkichi, Hon’ya Ryōga, Matsudaira Fumai, 










































The Late Edo-period Art Dealer, Honsō: Focusing on the Activities of 
Ryōga and Ryōgei
MIYATAKE Yoshiyuki
In the latter half of the Edo period, many merchants gathered around Matsudaira Harusato 
(Fumai, 1751–1818), the seventh-generation daimyo of the Matsue domain, who had become a 
famed collector of tea ceremony utensils. One of these merchants was the art dealer Hon’ya 
Sōkichi (Ryōga, b. 1753). Until now, it has been known that Hon’ya Sōkichi was a rental book 
storowner, who had been involved in the dispersal of the Fuyuki family utensils, many of which it 
sold to Fumai. In addition, Edo meibutsushi (first edition), a record of famous products of Edo 
published in the Tenpō era (1830–1844), introduces Honsō, a shop on the corner of Shin’emon-
chō, showing that it was successful at that time. However, despite his having interacted closely 
with Fumai and having handled the transaction of art objects that are well-known even today, 
Ryōga’s activities have not yet been fully examined. There is also Ryōgei (d. 1857 or 1858), who 
succeeded Ryōga. Honsō has continued to do business in Shin’emon-chō until the modern day as 
a pawnbroker.
 It is important to elucidate the behavior of the father and son, Ryōga and Ryōgei, in order 
to understand the movement of art in Edo in the late Edo period and the management style of 
Honsō. In this paper, I discuss the following two points: First, I look at the relationship of Ryōga 
to Fumai. While Ryōga was brokering numerous utensils for Fumai, he was also a close attendant 
to Fumai. In particular, I discuss his brokering of utensils and his participation in tea ceremonies. 
Second, I examine the flow of people and money, having first established that Honsō was a 
powerful dealer in Edo during the Tenpō era. As for the movement of people, in addition to the 
fact that Ryōga lived a long life, I consider the activities of his son Ryōgei, as well as those of 
Hon’ya Kichigorō (dates unknown) who had a shop in the same Shin’emon-chō district. Regarding 
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of sharawadgi’s origin—Japan. It demonstrates how sharawadgi was a term—shara’aji ( 洒落味 )—
in applied arts in the second half of the seventeenth century in Japan, and how it traveled with 
Kyoto makie lacquerware to Europe. Key persons in the transmission are Ernst van Hogenhoek (?–
1675), a VOC merchant, and Constantijn Huygens (1596–1687), a literary man, adviser to the 
court of Holland, and good garden friend of Temple.
 Applied arts were very well understood as a medium with emblematic messages in this 
period in the open, urbane societies of Europe that aligned on this point with the shara’aji of 
Japan. Garden art as a final expression of the wealthy—after all other needs are cared for—is a 
most sensitive stage for expressing aesthetics, so it is here that sharawadgi came to play its role in 
novel views on nature. In this sense, this paper illustrates how Europe’s enlightenment in garden 
art was supported by information from Japan.
Note: An earlier paper by this author published in English as “Japanese Art, Aesthetics, and a 
European discourse — unraveling sharawadgi”, (Japan Review 27, 2014) introduced the European 
sharawadgi discourse and placed it in the context of the Edo period aesthetics of shara’aji, as 
derived from the world of kimono design. 
 The present paper in Japanese demonstrates the Edo period linguistic roots of shara’aji 
(=sharawadgi), and explores the aesthetic meaning it had for design of lacquerware screens and 
chests that  were exported to Europe and carried such concepts to William Temple who introduced 
the idea to his readers in England. This paper reveals how the shara’aji aesthetic entered Temple’s 
garden design, signalling the start of the English landscape style.
Keywords :  Constantijn Huygens, English landscape garden,Enlightenment, jaraku, Japonsche Rock, 








































Japanese Aesthetics and European Gardens: In pursuit of Sharawadgi
Wybe KUITERT
At the origin of a voluminous discourse on picturesque taste in eighteenth-century England stands 
an essay by William Temple (1628–1699) that contains the word sharawadgi, which he claims is 
Chinese. As a result of his introducing this concept, Temple is considered the originator of the 
English landscape garden movement. In discourse on aesthetic and design of this garden style, the 
term returns now and then without any clear indication of its meaning. In extended academic 
debates the term has presently come to encompass ideas in town planning, contemporary art, or 
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